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発刊にあたって 

 

公益財団法人防衛基盤整備協会は、公益目的事業として、広く国民の

皆様に、情報セキュリティに関する正しい知識を広め、理解を深めていた

だくために各種の事業を行っております。 

 

サイバーセキュリティの分野において、情報の流出や不正送金、ウェ

ブサイトの改ざんなどは過去から継続して発生している一方、昨今では、

各種インフラ、ＩｏＴ機器、クラウド環境等の発展・拡大により、あらゆる場

面において大規模なサイバー攻撃やサイバー犯罪による被害が増大し

ています。最近のサイバー攻撃は、個人や小集団による手作りの攻撃だ

けではなく、手段が多様化かつプロフェッショナル化し、サイバー犯罪集

団による組織的犯罪や、国家ぐるみのサイバーテロの疑いのある事案ま

で発生しています。２０２０年の東京オリンピック・パラリンピックへのサイ

バー攻撃の備えの必要性も叫ばれており、サイバーセキュリティは、もは

や誰もが真剣に考え国を挙げて対処すべき問題となっております。 

 

本事業は、このような問題認識の下で、多くの方から情報セキュリティ

に関する論文を応募していただき、国民の皆様の情報セキュリティに関

する理解と問題意識を深めるとともに、関連技術の発展を促すことを目



的として実施しており、今回で 12 回目を迎えました。おかげさまで、今回

の募集においても、情報セキュリティ上の脅威への対策をどのように講

ずれば良いのか、どのような教育が必要なのか等について、様々な観点

から創造性にとんだアイデア・提言をいただくことができました。 

多数の応募作品の中から、当協会が委嘱した学術、電気通信研究、

保全教育及びインターネットの各分野の有識者で構成された情報セキュ

リティ論文選考等委員会が、厳正な審査により優れた論文であると答申

を受けた５本の作品を表彰しました。 

今回も受賞作品を小冊子にまとめ発表することといたしました。 

 

本小冊子が情報セキュリティに対する知識を広め、理解を深めていた

だくことに役立てていただければ幸いです。 

 

令和２年１月 

公益財団法人 防衛基盤整備協会 

理事長 鎌田昭良 

 

 

 

 

 

 



論文選考にあたって 

 

作品の選考に当たっては、読み手がそれぞれのテーマについて具体

的かつ解り易い内容の論文で、文章構成、新鮮度、実証度または実現可

能度、具体度、影響度などの審査基準により審査を行い、最終的に５本

の作品を選考いたしました。 

 

優秀賞の宮保氏、鈴木氏、上野氏、齊藤氏、篠原氏、柳澤氏の作品

は、不測災害等発生時の事業継続性の重要性から電子データのディザ

スタリカバリ技術を、秘密電子メール配信に応用し保証する技術につい

て研究され、利用する通信事業者を複数かつ同時に使用することによる

データ保護の実現性・安全性を検証し、秘密電子メールへの適用条件を

明確にした。また、活用されていないメモリやネットワーク資源を有効活

用することで、重要データの低コストでの情報セキュリティを実現するとい

う研究・分析は、今後の応用範囲が広く関連技術への研究開発の期待を

感じさせる価値ある論文として評価したものです。次に優秀賞の鎌田氏

の作品は、安全保障の視点から、情報セキュリティマネジメント手法を手

掛かりに、我が国のサイバーセキュリティポリシーとその実現計画を総合

的に提示し、重要インフラのサイバーセキュリティ確保の促進に係る国と



してのマネジメントの一案を明示したものであり、サイバーセキュリティ基

本法に基づく国の具体的取り組みと今後の検討課題を、事例の分析を

踏まえ詳しく導き出した論文として評価したものです。次に佳作の道玄坂

氏の作品は、T 社のセキュリティソフトに潜む脅威とその対策についての

現状を、中国からの攻撃による M 社の情報漏洩の実態等を踏まえ幅広

く分析し、メンテナンス時で脆弱性を回避するための様々な技術の可能

性と課題について、具体的な検証方法で考察したものであり、T 社のセ

キュリティソフトにおける現状についての問題意識を、明確に提示してい

る論文として評価したものです。次に佳作の倉山氏、西川氏の作品は、

学生から社会人への間でのシームレスな情報セキュリティ教育につい

て、千名を超える高等専門学校の学生に対して実施した膨大なアンケー

ト調査結果及びヒアリングによる実態の調査を行い、「学校教育で行うべ

き情報セキュリティ教育とは」という命題に対して研究・協議を重ねたもの

であり、学生が社会人として進むにあたり企業側の求める内容について

も調査を 

8 行った上で提言している。今後「産官学」の連携が強まることにより更な

る発展・充実が期待できる論文として評価したものです。最後に特別賞の

藤巻氏の作品は、学校教育で行うべき情報セキュリティ教育について、



高等学校での教育現場における詳細な実態調査を基に、情報セキュリテ

ィ教育での実績を具体的事例を挙げて紹介し、論理的かつ明快にデータ

分析を行うとともに、対応策までをよくまとめられている論文として評価し

たものです。本小冊子が、情報セキュリティ意識の向上に寄与することを

願っております。 

令和２年１月 

情報セキュリティ論文選考等委員会委員長 藤井 泰司 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



実は、令和元年の募集は中止になったので、 

エイプリルフールネタでした！ 

てへぺろー (･ω･) ゞ 


